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あ

［問　題］
高校生の対人関係能力低下の指摘やソーシャル

スキルの学習不足は特定の生徒に限らず，今日の

高校生にとって共通の課題とされ，開発的，予防

的教育の一つとしてソーシャルスキルの必要性や

支援の具体的方法が提言されている（柴橋，

2004 ；炭谷，2003 ；下権谷ら，2005 ；中里ら，

1999；千石，1998；西村，2003；松井，2004；

金子ら，2006）。ソーシャルスキルは，対人関係を

円滑に運ぶための知識とそれに裏打ちされた具体

的な技術やコツ（相川・佐藤，2006）と定義され

ている。対人関係での誤ったやり方，対人的相互

作用の練習不足が原因で不適応を起こしているた

め，適切に練習して上手になれば問題は解決する

とし，治療効果を狙うだけでなく，予防効果や教

育効果も期待して実施されるものである（渡辺，

1996；相川，2000）。ゆえに，学校における対人

関係を円滑に営む能力であるソーシャルスキルを

育むためのアプローチであるソーシャルスキルト

レーニング（Social Skills Training；以下，SST

と略す）を実施することは，生徒にとって有効な

心理教育の一つになると考えられる。

近年，義務教育においては，学級単位，あるい

は，全校対象に対人関係能力育成プログラムが展

開され，研究が行われている（後藤ら，2000；金

山ら，2000a ；藤枝・相川，2001 ；後藤ら，

2001 ；江村・岡安，2003 ；渡辺・山本，2003）。

SSTを学校で行うメリットとしては，以下の４点

が挙げられている。①多くの生徒に同時に指導で

きる。②互いにスキルの優れたところをモデルに

できる。③学習したスキルが日常場面に定着する

ための条件が整いやすい。④指導者となる教師が

存在する，である（相川・佐藤，2006）。

高校生対象の SSTの意義は，青年期以降に必要

となる高度なソーシャルスキルが存在することや

それまで学んできたスキルをさらに洗練させるこ

とが社会に出て行く前段階として重要であると指

摘されている（相川・佐藤，2006）。文部科学省の

平成18年度学校基本調査によると，高校進学率が

97.7％と高く，高校卒業後に社会に出て行く生徒

は，「就職をする生徒（208,815人）」で，「一時的

な職に就いた者（19,231 人）」や「上記以外の者

（66,364人）」を加えると，その割合は全体の25％

にもなる。これらの生徒数を鑑みると，学校教育

を受ける最終の場が高等学校であるという生徒も

おり，これらの生徒に対して，社会に出る前の

「キャリア教育」として SSTが実践されることは

非常に有意義であると考える。

しかし，高校生に対する SSTへの関心が高まっ

ていながらも，「高校生」を対象とした研究に関し

ては，現在のところ，学会発表や大学紀要等（金

子ら，1984；小林ら，2003；吉川，2004；広島県

尾道高等学校，2006）のみで，学会誌の研究論文

として公表された研究はない。それらの論文はど

れも，Ogilvy（1994）が指摘した６つの評価基準

である，①統制群を学校現場にむりなく設定する，

②フォローアップデータを取得する，③実践者を

学校の教員で行う，④プログラム実践の般化，⑤

ソーシャルスキルの発達段階を明らかにし，それ

に基づいたプログラムを展開する，⑥学校現場に

おいて時間的に無理なく実施する，などの配慮が
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されていない（小野寺・河村，2003）。

海外の研究では，高校生を対象にエイズと暴力

（Hovell et al.,2001），薬物とアルコールの乱用

（Johnson et al.,1900），反社会的（Michael et

al.,2001），退学（Frances et al.,2003）など，特定

の問題行動に対する対処方法・予防・更正のため

の積極的な SSTが，専門家を中心に実践されてい

る。しかし，集団 SSTの実践研究は見当たらない。

集団 SSTが注目されたのは比較的最近で包括的な

予防的介入プログラムの一部として用いられるこ

とが多く，最近では，DeRosier（2004，2005）が

11校の公立小学校を対象に集団 SSTの効果の研究

を報告している。しかし，欧米と日本の高校では

環境や背景，実態が大きく異なることから，教育

制度も異なる欧米の SSTプログラムをそのまま使

用することは，適当ではないと考える。

そこで，学校における過去15年ほどの研究を概

観した結果から集約された SSTのターゲットスキ

ルをふまえ（小野寺・河村，2003），予防的・開発

的な心理教育として，高校生における小集団での

SSTの効果を実証し，今後の SST実践のための基

礎的研究としたい。

また，心理的健康の増進や不適応などの問題行

動の防止を視野に入れると，自尊心は学校への適

応や対人関係に望ましい影響を及ぼす（松山ら，

1981）。青年期前期における劣等感の克服，には自

尊心の獲得が非常に重要であり（渡辺・山本，

2003），しかも，自尊心とソーシャルスキルは人間

関係を良好に保つために相乗効果をもたらすため，

教育活動の中でそれらを同時に高める具体的支援

方策を確立することが望ましい（金子ら，2006）。

そこで，本研究では，SSTによるソーシャルスキ

ルおよび自尊心に及ぼす効果を検討し，高校生の

ための SSTプログラムの効果を検討することを目

的とする。

方　法

１）対象者

A県の公立高校３年生，29名（男子20名，女子

９名）。都心から近く人口が増加傾向にあるベッド

タウンである一方，古くからの漁師町としての顔

を持つ下町にある。中学校時代に，不登校を体験

し，何らかの問題や課題を抱えている地元近郊の

生徒が多数在学しており，多くは経済的困窮，あ

るいは両親不在の家庭の傾向にある。ここ数年，

生徒指導に力を入れた学校運営により環境が整備

され，授業が成立し，部活動加入率が上がる一方

で，基礎学力が乏しく，対人関係によるトラブル

が男女ともに増加している状態にある。その中，

教育委員会より先進的な高等学校の推進高として

指定されたことを受け，「総合的な学習の時間」に

おいて「チャレンジレッスン」（８回１クールの選

択授業）が実施された。本実践は，その中の一つ

の講座として実施された。事前に全校および学年

に選択授業の趣旨とその授業内容が集会で紹介さ

れ，その後に，生徒自らが授業を選択した。SST

実践群は12名（男子８名，女子４名），統制群は

17名（男子 12名，女子５名）であった。統制群

は「日本語」を選択受講した生徒であった。

２）ターゲットスキルの選択

ターゲットスキルの選択は，先行文献（小林・

相川，1999 ；渡辺・山本，2003 ；佐藤・相川，

2005）を参照しながら，ソーシャルスキルの評定

や生徒の行動観察，自己評定をもとに，筆者，授

業者の教師，心理学を専門とする大学教員１名，

心理学を専攻する大学院生２名と学部生１名，の

６名で話し合った。さらに，第１回で生徒が学び

たいスキルについての質問紙調査を行った。この

結果，「親しくない人との会話開始」，「謝り方」，

「あたたかい言葉かけ（相手を傷つけない）」，「苦

手な人との接し方」「質問の仕方」「断り方」が挙

げられた。そして，これらすべてを検討した上で，

Table１のようなターゲットスキルを最終的に決

定した。その中でも特に配慮した点は，特別な問

題行動や課題を抱えた生徒が多く，異なるクラス

から選択されて集まった生徒である上に親しい間

柄ではないこと，基礎的な学力が乏しい，あるい

は肯定的・受容的な体験をしたことが少ない生徒
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が多いという教師の話から，初歩的なコミュニケ

ーションのスキルを中心に，互いを尊重し認め合

って受け入れるあたたかい体験ができることを目

標とした。

第１回ではガイダンスを実施し，SSTの授業に

対する動機づけを高めた。第２回・３回では，生

徒同士の距離を縮め，学習仲間としての意識を高

めるために，葛藤が少なく仲間との相互作用を増

やすスキルとして「自己紹介」，「挨拶」を選定し

た。さらに，生徒にとって葛藤がおきやすいが，

適切な働きかけや応答を返すトレーニングとなる

「質問する」，「上手な断り方」，「やさしくお願いす

る」を第４回・５回・６回に選定した。これらを

体験することで，相手の立場に立って気持ちを理

解し，相手を傷つけずに尊重して主張する難しさ

を実感し，お互いが気持ちよく過ごすための方法

を学んでもらうよい機会になるのではないかと考

えた。第７回で互いにあたたかい気持ちで終われ

るよう「あたたかい言葉かけ（感謝する）」を選定

し，第８回で互いに学んできたことを肯定的に評

価しあい，今後の生活の中で学んだことが各々で

活かせるように振り返りと「まとめ」を行った。

しかし，第１回・２回の SST終了後，仲間の話

を「聴く」スキルを持ち合わせておらず，積極的

に参加している生徒の意欲を失わせる態度が多々

見られたため，第６回の「やさしくお願いする」

の代わりに，第４回に「聴く」を選定し，プログ

ラムを変更した。
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Table 1 SST実施計画と各回のねらい

セッション 実施日 指導目標 ねらい 

第１回 
 
 
第２回 
 
 
第３回 
 
第４回 
 
 
 
第５回 
 
 
第６回 
 
 
 
第７回 
 
 
 
第８回 

９月14日 
 
 
９月21日 
 
 
９月28日 
 
10月12日 
 
 
 
11月２日 
 
 
11月16日 
 
 
 
11月30日 
 
 
 
12月７日 

ガイダンス 
 
 

自己紹介 
 
 

挨拶 
 
聴く 
 
 
 

質問する 
 
 

上手な断り方 
 
 
 
 
 
 
 

まとめ 

ソーシャルスキルについて理解し，SSTへの動機づけ
を高める 
 
自分自身について考え，自分を他の人に伝えることが
できるようにする 
 
挨拶の仕方を身につけ，良好な人間関係をつくる 
 
人の話に注意深く耳を傾ける大切さに気づき，受容的
に話を聴いてもらう心地よさを体験して，その大切さを
理解する 
 
適切な質問の仕方を身につけ，危険や不利益を回避
したり，相手に気持ちよく協力してもらえるように目指す 
 
相手と対等な関係形成をするために，相手の要求に
応じないことや応じたくないことを上手に断る方法と
その正当性を学ぶ 
 
自分の発する言葉が，相手にどのような影響を与える
かに気づき，あたたかい言葉かけとは何かを知り，状況
に応じた言葉かけができるようにする 
 
SSTについての理解とソーシャルスキルを今後の日常
生活で使用することを動機づける 

あたたかい言葉かけ（感謝する） 
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４）ソーシャルスキルトレーニングの手続き

総合的な学習の時間における選択授業（「チャレ

ンジレッスン」という名称で実施された）の講座

の一つとして SSTを実施した。生徒には事前に集

会において各講座の説明を行い，希望を取った。

その上で，受講が認められた生徒を SSTの受講者

とした。

期間は，平成18年９月下旬から12月上旬に各週

で実施。１セッションは50分で，計８セッション

から構成された。授業者の他に指導者とTA２名，

参与的観察者１名（筆者）によって実施された。

各セッションは，インストラクション（教示），

モデリング，ロールプレイ，フィードバック，ホ

ームワークの順序で実施した。しかし，選択授業

は様々なクラスから集まったメンバーである上に

課題を抱えている生徒が多い傾向であったため，

SSTへの動機づけを高め積極的に他者と交流が図

れるように，アイスブレーキングや構造化された

ゲーム活動が取り入れられた。これにより，生徒

の相互作用が増加し，ソーシャルスキルを楽しみ

ながら練習することができ，獲得したスキルの維

持を促進する可能性を高める（江村・岡安ら，

2003）ことを目的とした。

３）ソーシャルスキルトレーニング実施の準備

授業者は，SSTについての研修を実施前に行っ

た（Table２）。また，毎授業前後に，スタッフに

よる話し合いが行われた。指導案は，共同で作成

し，授業のプロセス，実践方法などについて，十

分な共通理解を得るまで協議し，受講する生徒へ

の個別配慮，アシスタントのサポートの視点やか

かわり方についても検討した。授業者は，３学年

の副担任である40代女性で，心理教育プログラム

をそれまで実践した経験はなかった。
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Table 2 SST実践のための研修内容

回数 研修日 研修の具体的内容 

1 
 
 
2 
 
 
3 
 
 
4 
 
 
5 
 
6 
 
7 
 
8 
 
9 
 
 
10 
 
 
11

7.21 
 
 
7.24 
 
 
7.27 
 
 
8. 1 
 
 
8.18 
 
8.21 
 
8.22 
 
8.23 
 
8.25 
 
 
8.28 
 
 
8.29

ソーシャルスキルの研究および実践の意義などのオリエンテーション：ソーシャルスキルを高校で実
践することの意義などについて 
 
教師自身の生徒のソーシャルスキルに関する認識についての振り返り，スキルの選定の意義，学
校で実践する際の配慮点について 
 
ソーシャルスキルおよびソーシャルスキルトレーニングの定義・理論，義務教育におけるソーシャル
スキルトレーニングの実際，他 
 
ソーシャルスキルトレーニングにおけるアセスメントの意義およびその方法，本校生徒の対人関係
の実態についての情報交換 
 
ソーシャルスキルトレーニングの理論と１～４回の復習，実態調査の準備と行動観察の注意点 
 
生徒のソーシャルスキルの実態を把握するための実態調査 
 
ソーシャルスキルトレーニングの体験実習（生徒役）および振り返り 
 
予備調査の振り返りと分析，結果と考察 
 
受講生徒および目標スキルの選定，第１・２・３回指導案作成（手順，予想される生徒の反応，質問
や声のかけ方，アドバイスの仕方，他留意点） 
 
ソーシャルスキルトレーニングの予備授業および振り返り（問題点の抽出，プログラムの修正，他留
意点） 
 
第１・２・３回指導案修正および振り返りシート作成 
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Table 3 指導案「自己紹介」

５）授業の構成

各回の授業は以下のような構成である。そのう

ちの一つの指導案を，Table３に示した。ここで

は，第２回「自己紹介」を例に挙げて説明する。

場面 教師の指示（●）と生徒の行動と反応（☆） 留意点 

インストラク 
ション 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モデリング 
 
 
 
 
 
 
 
リハーサル 
 
 
 
フィードバック 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホームワーク 

●教師が自己紹介で困った体験などを話す。 
●様々な場面で自己紹介をすること，結構ありますよね。例えば，・・・・。 
●自己紹介をするとどんないいことがありますか？ 
　☆初対面の人に誤解されないよう自分をわかってもらう。 
　☆他人には「まだ知られていない自分」を教え，「自分が知らない自分のこと」
　を教えてもらえる。 

　☆自分を見つめるチャンスになる。 
●自分のことをもっと知ってもらうこと，伝えることは大事ですね。 
●自分のことをもっとわかってもらうために，上手な自己紹介の方法を考えてみま
しょう。 
 
●ここで，まず簡単なエキササイズをやってみましょう（「どこに行きたい？） 
　☆○○に行きたい。 
●では実際に，TA二人にやってもらいましょう。 
●今，やってもらって会話を聞くと，どんな人かがなんとなくわかってきますね。 
●今，実演してもらったことをまとめると自己紹介をするときに，次の５点が大事だ
ということがわかりますね。①声の大きさ，速さ＋②視線＋③表情＋④姿勢等の
態度＋⑤ことば（表明の仕方）。 

 
●では，皆さんも同じように，そのグループで順番に紹介をしてみましょう。 
●次にその紹介を入れて名前を「紹介ゲーム」をしましょう。 
　一度やってみますね（教師とTAでやってみせる）。 
 
●皆，随分上手に自己紹介ができるようになりましたね。 
●それでは今日の感想などを振り返りシートに書いてみましょう。 
●今日の感想を何人かの人に聞いてみます。 
　☆ドキドキした。自己紹介って難しい。伝え方は大事とわかった。 
●緊張や不安等でいつも上手にできるとはかぎらないですね。自分のいいところ
を知って，状況や相手に応じて紹介したいことを選べればいいですね。そして，
聞こえる声で，視線を合わせ，表情豊かにお互いが気持ちの良い自己紹介が
できるといいですね。 

 
●それでは今日のことを生かして，実際に生活の中で，一度自己紹介をしてみま
しょう（ワークシートを配る）。もし，上手く自己紹介ができたら，そのことを記入し
てください。このカードは，一週間後に回収します。 

 

→例を板書する 
→例を具体的に提示 
 
→言いたくないことまです
べて言う必要はないこと
を確認する 

 
→どうしたら上手に自己紹
介できるか問題意識を
持たせる 

 
→様子を見て，教師が介入 
 
 
 
 
→教師が提示して大事な
点を確認する 

 
 
→様子を見て，教師が介入 
 
 
 
 
 
 
 
→学んだことが思い出せる
よう，この時間だけで終わ
らせない 
 
 

第２回は，様々なクラスから選択して受講して

いる生徒が，初めての SSTセッションで出会うた

め，その仲間を互いに知り受け入れること，さら

には，進路に際して使用される場が増え，卒業後

の新しい環境で使用されることが考えられたため，

そのやり方を練習することを目的として行われた。

最初に，前セッションの復習と SSTを練習する

際の注意事項が確認された。

そして，ウオーミングアップを兼ねた自己紹介

が行われた。自己紹介は，緊張を防ぎ，話題とし

やすく，そして，その生徒の人柄がわかるように，

「旅行用パンフレットを用いた自己紹介（名前を言

ってから，行きたい場所とその理由を言う）」をす

る活動であった。円陣に座り，最初に TAからス

タートし，状況に応じて教師が共感を示し，励ま

しの言葉をかけた。

次に，このゲームを振り返りながら，自己紹介

をする時のポイントとメリットをまとめた。その
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後，TAによる例（モデリング）が提示され，も

う一度生徒は，各班に TAがついた５～６人のグ

ループとなり，ポイントに注意しながら同じ場面

による自己紹介（行動リハーサル・ロールプレイ）

をするように求められた。必ず一人一回は練習す

ることとし，スキルが適切に使用されている生徒

にはその都度，正のフィードバックや社会的強化

が与えられた。

最後に，班のメンバーで，感想をシェアリング

し，代表者が生徒の前で発表した。最後にまとめ

として，生徒が日常生活において「自己紹介」を

する場面では，ポイントに注意しながらスキルを

使用することが教師から奨励された（フィードバ

ック）。そして，学年の教師，あるいは家族や友人

を相手に「練習してみよう」と働きかけが行われ

た（ホームワーク）。

６）効果の査定（測定尺度）

SSTの効果を検討するために，社会的スキルと

自尊心の自己評定尺度が，介入前，介入後，フォ

ローアップに実施された。記入漏れや記入ミスが

あったものを除いた有効回答16名（実践群；男子

４名，女子２名，計６名，統制群；男子８名，女

子２名，計10名）を分析対象とした。使用したの

は以下の尺度で，教師に依頼し実施された。

（1）社会的スキル尺度

庄司（1991）が作成した児童用社会的スキル尺

度を使用した。これは，「積極的・主張的かかわり

のスキル」，「共感・援助のスキル」，「相手の自尊

心を低めるネガティブスキル」，「相手を考慮しな

い自己中心的スキル」の４因子から構成されてい

る。項目は，22項目からなり，「あてはまらない」

（１点）から「あてはまる」（４点）の４段階評定

によって実施された。ただし，統制群のフォロー

アップデータが得られなかったため，統制群は介

入前と介入後のデータとなった。

（2）自尊感情尺度（SE-Ⅰ）

Janis＆ Field（1959）によって作成された自尊

心尺度をもとに，遠藤ら（1974）が作成したもの

を，小塩（1998）は大学生を対象に修正し，「評価

過敏」，「自意識過剰」，「自己価値」，「劣等感」の

４因子が見出された。渡辺・山本（2003）は，中

学生を対象に一部修正して用いており，本研究で

は同様のものを用いることにした。項目は，20項

目からなり，「はい」（２点），「いいえ」（１点）の

２段階評定で回答が求められた。社会的スキル尺

度同様，統制群のフォローアップデータが得られ

なかったため，統制群は介入前と介入後のデータ

となった。

（3）他者評定

自己評定だけでは，客観的な評価をすることが

困難であるため，本研究では，他者評定として教

師評定を用いた。自己評定と同様に，質問紙調査

は，「あてはまらない」（１点）から「あてはまる」

（４点）までの４段階評定で回答を求めた。統制群

の教師評定，および統制群のフォローアップデー

タが得られなかったため，実践群のみの介入前と

介入後のデータとなった。

（4）感想文と振り返りシート

セッションへの評価と内省を毎回とった。

（5）面接

生徒については SST終了後，12月下旬～１月中

旬に，授業の感想を中心に半構造化面接を一人15

分程度，行った。授業者については，SST実施前

および実施後に SSTに関することについて振り返

りの質問紙を行った。

（6）インフォーマント（重要な他者）からの聞

き取り

学校長，担任，学年職員，養護教諭などからの

話を記録しておいた。

結　果

SST実践前から実践後についての実践群，およ

び統制群による各変数の変化の違いについて検討

した。しかし，現実には対象生徒の人数が６名と

少なかった。そこで，サンプルが小さいため検定

力が低くて有意差が見られない，あるいは，サン

プルが小さいにも関わらず有意水準に近い値が得

られたのに差を棄却しなければならないといった
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二重の誤りを防ぐためにも，効果サイズを算出し

た。

１）ソーシャルスキルの変化

（1）自己評定

対象生徒が少人数のため，ノンパラメトリック

検定（フリードマンの検定）を行った。その結果，

統計的に有意な差はなかった（S=.676, ｎ,s.）。そ

こで，実践前と実践後の介入の効果量（Effect

Size）について算出した。その結果，実践群の介

入効果量は中程度（ｔ＝1.103, p<.05, d＝0.399），

統制群が負の小程度の効果量（ｔ＝1.097, p<.05,

d＝－ 0.3221）が見られた。次に，因子ごとに，

被験者内要因とする１要因の分散分析を行ったが，

有意な差はみられなかった。さらに，因子ごとに

よる介入の効果量を算出した（Table４）。その結

果，実践前・実践後で実践群と統制群を比較する

と，「共感・援助」「相手の自尊心を低める」「相手

を考慮しない自己中心的」の三つに，介入の効果

量が見られた。「積極的・主張的かかわり」におい

ては，目立って大きな変化はなかった。「共感・援

助のスキル」では，実践群が実践前・実践後にお

いて小～中程度の効果（p<.005, F＝0.333, d＝

0.337）と介入後・フォローにおける小程度の効果

が見られた（p<.005, F＝0.333, d＝0.142）。これ

らより，SST実践中に介入の効果が維持され，実

践後には効果量が減少したものの効果は維持され

たといえ，介入の効果が実証された。一方の統制

群では，実践前・実践後において中程度の減少が

見られた（p<.005, F＝4.085, d＝－0.517）。いい

かえると，実践群は，介入することによりスキル

が向上したといえる。

「相手の自尊心を低める」では，統制群で小程

度（p<.005, F＝1.446, d＝－0.286）の負の効果

量が見られる一方で，実践群では実践前・実践後

において小～中程度（p<.05, F＝ 0.660, d＝

0 . 3 1 6），実践前・フォローにおいて小程度

（p<.005, F＝0.660, d＝0.187）の効果量が見られ，

効果が維持された。

「相手を考慮せず自己中心的」では，実践群で

実践前・実践後において大きい効果（p<.005, F＝

1.372, d＝0.872）がある一方で，統制群において

も介入前・介入後で小程度の効果がみられた

（p<.005, F＝0.616, d＝0.270）。以上から，因子

ごとによる介入の効果量については部分的な効果

が認められたと考えられる。
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Table 4 因子ごとのソーシャルスキルの介入効果量

Effect Size（d） 

前・後 後・フォロー 前・フォロー 

積極的・主張的かかわり 
共感・援助 
相手の自尊心を低める 
相手を考慮しない自己中心的 

0.076 
0.142 
0.187 
－0.123

0.141 
－0.146 
－0.081 
－0.624

－0.093 
0.337 
0.316 
0.872

（2）他者評定

実践前と実践後の得点をもとに，t 検定を行っ

た。その結果，有意差が認められた（ｔ＝2.447,

p<.05）。すなわち，実施後の方が，実践群におい

てソーシャルスキルの向上が認められる結果とな

った。

２）自尊心の変化について

自尊心についても同様に，ノンパラメトリック

検定（フリードマンの検定）を行った。その結果，

統計的に有意な差はなかった（S=.738, ｎ,s.）。そ

こで，実践前と実践後の介入の効果量について算

出した。その結果，実践群の負の中程度の効果量

（ｔ＝.697, p<.05, d＝－0.25），統制群が負の小程

度の効果量（ｔ＝.429, p<.05, d＝－0.086）が見

られた。

次に，因子ごとに，被験者内要因とする１要因

の分散分析を行ったが，有意な差はみられなかっ
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た。そこで，因子ごとによる介入の効果量の検定

を行った（Table５）。その結果，実践前・実践後

において実践群と統制群を比較すると，実践群で

は「自己の価値観」，「失敗不安」が維持され，「社

会的場面における不安」が中程度の効果があった。

一方，統制群ではこれら三項目すべてが負の効果

となっていた。また，「他者の評価」では実践群が

大きな負の効果を示していた。

また，実践前・実践後の実践群においては，す

べての因子項目が小～中程度の介入効果が見られ，

維持されているといえ，ターゲットスキル，およ

びプログラム内容が生徒の自尊感情への介入に適

していたことが示唆された。
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Table 5 因子ごとの自尊感情の介入効果量

Effect Size（d） 

前・後 後・フォロー 前・フォロー 

他者の評価 
自己の価値観 
社会的場面における不安 
失敗不安 

0.15 
0.27 
0.32 
0.34

0.92 
0.32 
－0.11 
0.34

－0.86 
0.00 
0.39 
0.00

Table 6 SSTによるソーシャルスキル・自尊感情平均得点の変化

Ａ男 Ｂ男 Ｃ男 Ｄ男 Ｅ子 Ｆ子 平均 

ソーシャルスキル 
前 
後 
フォロー 

2.59 2.77 2.59 2.32 2.50 2.68 2.58 
3.09 2.68 2.77 2.41 2.59 2.59 2.69 
2.77 2.73 2.91 2.27 2.41 2.59 2.61

自尊感情 
前 
後 
フォロー 

1.35 1.60 1.55 1.55 1.70 1.65 1.57 
1.20 1.50 1.50 1.60 1.90 1.45 1.53 
1.70 1.40 1.50 1.90 1.75 1.75 1.67

３）ソーシャルスキルの個人の変化

生徒のソーシャルスキル変化について検討した

（Table６）。その結果，全員が順次向上し維持さ

れるというのではなく，上下するプロセスを経て

いた。なかでも，自尊心はその効果が大きい。た

だし，介入前・介入後において実践群・統制群の

自尊心の平均点が低下したことについては，進路

決定を控えていること，卒業に向けた単位取得の

ための生活など様々な要因が影響したものと考え

られる。

４）トレーニング後の面接と日常生活での行動

変化

12 名中 10 名に，授業実施後の感想について，

半構造化面接を行った。その結果，全員が SST受

講は有意義であり，「また受講したい」との意欲を

示した。さらに，認知面，感情面，行動面，のす

べての面において変化が見られた。

認知面では，「言葉一つで，伝わり方が全く違う」，

「人によって様々な考え方があるし，あっていい」，

「アシスタントのやり方が参考になった」など，具

体的な知識を得て，今までの知識を再確認してい

た。

感情面では，「うなずいて聞いてもらうと嬉しか

った」，「なるほどと思い，もっと知りたいと思っ

た」，「みんなと一緒にできて楽しかった」と互い

を尊重しながら仲間とともに体験することが有意

義であった感想が多い。肯定的に受け入れてもら

う体験をしたことで，仲間と学習する楽しさを知
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りつつ他のスキルの獲得意欲など，学習への動機

づけや実際の生活に生かす場面も高まったようで

あった。

行動面では，「アルバイトや就職面接など，実際

に役立った」，「使用したことで相手から褒められ

た」，「笑顔で挨拶できるようになった」など多く

の感想とともに，学習し練習することで新しいス

キルが行動レパートリーの一部になることへの喜

びと達成感を知り，実際の日常生活で活用する姿

がうかがわれるという渡辺・山本（2003）と同じ

結果が得られた。同時に，仲間との相互作用が性

別に関わらず増加した。

考　察

本研究では，総合学習の授業において高校生を

対象に小集団の SSTを実施し，ソーシャルスキル

と自尊感情への影響を検討した。その結果，ソー

シャルスキルにおいては，「共感・援助のスキル」，

「相手の自尊心を低めるスキル」，「相手を考慮しな

い自己中心的なスキル」の三つに介入の効果が見

られた。また，自尊心では，実践群，統制群のど

ちらも得点平均値は低下したが，すべての因子に

おいて，実践群は統制群より自尊感情の低下を抑

える介入の効果が見られた。さらに，認知面，感

情面，行動面など総合的な側面，教師の質問紙，

インフォーマントからの聞き取りなどから包括的

に分析・検討した結果，プログラム開発に向けて

の様々な知見を得ることができた。

以上の結果から，小集団でのソーシャルスキル

トレーニングが，生徒のソーシャルスキルを促進

するだけでなく，自尊心の向上にも一定の効果を

もつ可能性があることが示唆される。このように

総合的な学習の時間を利用した長期の体系的な集

団ソーシャルスキルトレーニングは，生徒の対人

関係の改善や向上，そしてこれらが生活に般化さ

れていく上で，有効な生徒支援の方法の一つであ

ることも考えられる。

一方で，本研究でソーシャルスキルが低下した

生徒がいた。生徒との面接から「授業を受ける前

の自分は考えが甘かった。自分が思う以上に，で

きていなかったことに気付いた（男子）」，「こうや

ったらいいと分かっていたが，他にもたくさんの

やり方があると知り参考になった（女子）」等の感

想からも，自己評定をする際に実行できる自信度

や望ましさを測定していた状況がわかった。この

点は，相川（2007）が指摘する「社会的望ましさ」

と「実際の実行の程度ではなく実行できる自信度

という認識に基づいている」という自己評定式質

問紙における反応歪曲と一致する。ソーシャルス

キルのアセスメントを行う際には，他者評定，行

動観察，ソシオメトリックテストなどを組み合わ

せる必要性が改めて浮き彫りになった。なかでも，

行動観察と他者評定においては，高校生の発達段

階のどの視点から判断されるかが明確でない。い

いかえると，実際には，その妥当性が明らかでは

ない。また，評定が公平に行われるために，評定

の意義・理解，教師との共通理解や研修も必要で

あると考える。この妥当性を明らかにするために

は，今後，仲間同士の評定や高校生の対人行動の

実態についての基礎的な研究が課題となろう。

さらには，やり方や理論を理解することで，客

観的で肯定的な自己評価ができるようになってい

る。ソーシャルスキルが低下すると周囲の人との

ネガティブな相互作用が増え，嫌悪的な出来事を

経験することが多くなり（島田，1999），ストレス

反応が高まり孤独感が上昇する（江村・岡安，

2003）という示唆がある一方で，本研究において

は，認知を修正し成功体験を得ることで客観的に

自己を見つめ直し，動機づけが高まり対人関係を

積極的に取り組みたいという意欲関心が生じてい

た。これは，「このような経験をやったことがない

上に，スキルを教えてもらったことがなかった」，

「初めての体験（学習）は面白かった」という多く

の感想からも，集団や学級で行う心理教育として

予防的・開発的な視点からも意義ある可能性が示

唆される。加えて，小集団の仲間でトレーニング

が肯定的に受容される体験となり，同じターゲッ

トスキルを学習することを共有したことにより，

望ましいソーシャルスキルを促進した一因になっ
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たと考えられる。これらは，社会的視点の調整に

基づく対人行動の発達レベル（Selman，2003）に

おいて，高校生が獲得する発達段階（Level３～

４）である「第三者的な視点で捉え，相互的な折

り合いをしつつ関係性維持を可能にする関わりを

する」という視点でも捉えられ，この発達段階の

内容が支援されることにもつながったと思われる。

ただし，同時に，生徒にとって獲得されることが

期待される，あるいは，生徒が必要とするソーシ

ャルスキルが何であるかを把握しておくことは重

要になってくると考える。

また，セッションを計８回実施していく過程で，

３回目から授業の流れや生徒の態度に変容が生じ

た。面接において生徒の多くが「最初に何をやる

のかわからなかった」，「クラスが異なる人の集ま

りである上に，男女のグループでロールプレイを

やるため恥ずかしかった，緊張した」という心境

が述べられていた。しかし，ガイダンス（第１

回）・自己紹介スキル（第２回）の実施により，

不安や緊張が解消されたことが大きく影響し，第

２回のセッションの振り返りシートには全員が

「楽しい」「次の授業もやりたい」と意欲を示して

いた。これは SSTのセッションの流れや学習目標，

学習する上での注意事項などを理解し共有したこ

とが，互いを知り学びの場の安全が保障されるこ

とになったものと考えられる。ゆえに，セッショ

ンは最低でも３～４セッションは必要であると考

える。教師は，生徒の集中力と内容を消化する力

を考慮すると「１クール８セッションを年２回が

適切」と実践した立場から振り返るが，生徒の多

くは「８回では少ない，もっとやりたい」，「１年

を通じた授業でいい」，「毎週受けたい」と感想を

述べており，中には，「同じスキルを繰り返し練習

したい」と動機づけの高い生徒もいた。生徒にと

っては，ニーズの高い授業であったように思われ，

生徒の実態や学校のカリキュラムに合わせた時間

の配分が十分検討される必要性があろう。

さらに，本研究ではセッションにおいて以下の

ことに配慮して実践された。まず，男女のセッシ

ョンによるロールプレイや話し合いを行った。こ

れについての生徒の否定的な感想は一切なく，普

段の学校生活では意識して話せない，あるいは，

異性と話す機会がないということから，異性とセ

ッションする機会があったことはむしろ新鮮で，

異性とコミュニケーションをすることで互いの意

見や考えを知ることが有意義であったことが多く

述べられていた。男女のセッションによる実施を

望み，セッションの経過とともに恥ずかしさや緊

張がほぐれていったと全員の感想からもあるよう

に，高校生だからこそ意識的に男女で行うことに

よって，性差の違いによる考え方を知り受け入れ

る，交流が深まるというメリットがあると思われ

る。

セッション内容では，アイスブレーキングと前

回授業の振り返りを必ず取り入れ，基礎と応用を

組み合わせた内容を，授業者が視覚的教材を取り

入れながら実施した。生徒の多くがソーシャルス

キルの認知面・行動面のどちらも劣っている傾向

から，まずは体で感じて体験してもらって（行動

面）から理解する（認知面）ということを主眼に

置き，楽しく学んでもらうことを目的とした。各

回の主題に沿ったゲームとし，簡単なものから応

用へと段階を踏んだ練習を行うことで，成就感や

達成感が得られたものと考えられる。

また，TAが必ずモデリングを行い，話し合い

や振り返りの作業でサポートを行った。教師から

は，生徒の集中力や関心が高まり，年齢の近い学

生がよいモデルとなり刺激となったこと，そして，

授業者とチームを組んで役割を決めて生徒支援を

行うことで細やかな配慮が行き届いたことが感想

で述べられた。生徒からも，「年齢が近いので親近

感が湧き，なるほどと参考になった」，「話し合い

で助言してもらえた」，「できたことを褒めてもら

えて嬉しかった」等，TAの果たした役割の大き

さが述べられていた。これらのことは，モデルや

チーム支援のあり方，さらには，第三者が関わる

ことによる授業支援に示唆を与えるものである。

さらに，動機づけのための声かけや強化，個別

の配慮としてつぎの11項目があげられる。①イン

ストラクションで必ず前回の確認と SSTの際の約
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束事を確認し掲示する，②活動内容を事前に予告

し，不安を軽減させる，③活動中は，グループお

よび個人に必ずサポートする，④生徒の特性を考

慮し，ターゲットスキルごとにグループメンバー

のバランスを考慮する，⑤すべての活動へ無理に

参加する必要はない，できるものから参加する，

⑥できたこと・がんばったことを褒め，できなか

ったところはできたところまでを褒めてからその

先を具体的に助言する，励ます，⑦最後まで参加

したことを認め，褒める，⑧教師や TAは，生徒

に期待しない。ありのままを受け止める，⑨ホー

ムワーク・振り返りシートに肯定的なメッセージ

を教師が記す，⑩セッションにおいて否定的・拒

否的な発言や態度が見られた生徒に対しては，時

間をかけて気持ちが和らぐまで話し合う，⑪困難

な課題を抱えている生徒は，スクールカウンセラ

ーとの面接を並行しつつ課題に向き合い，その都

度，教師と情報を共有する。これらについても，

その効果を検証していく必要があるだろう。

一方，振り返り面接において，声の大きさ，ア

イコンタクト，話し方の適切な速さ，視線，「うー，

あー」など喉の奥で言う，などの非言語的スキル

の特性傾向が，言語表現と乖離する場面が多くの

生徒に見られた。そのため，本当に伝えたいこと

が理解してもらえない，誤解を招く，相手に不快

な感情を抱かせる，など不利益な状態が生じるこ

とが対人関係場面において予測された。これらの

点は，コミュニケーションのコンピテンスにおけ

る非言語的部分の重要性においても重視されてい

る（Argyle, 1972）。また，効果的で適切に他者と

相互作用する力で様々なスキルを統合する「社会

的コンピテンス」としても，特に非言語的スキル

は大きく影響するとされ，向上することはいわば

このコンピテンスの向上につながるとも指摘され

ている（Feldman,Philippot＆ Custrini, 1991）。

さらに，非言語的スキルは SSTのプログラムや評

価に影響するとし，なかでも，大声を出す，アイ

コンタクトの欠如，早いしゃべり方が重要とされ

ている（Henry＆Bruder,1984;Henry＆Bruder,

1986）。ゆえに，プログラム作成時に高校生の非言

語スキルのアセスメントを行い，それ自体をター

ゲットスキルに取り入れたトレーニングを実施す

ることが望まれ，今後の課題になると思われる。

しかし，これらのセッションを実施するために

は，教師自身の SSTに関する研修が必要である。

教師が SSTの理論を把握し，生徒のソーシャルス

キルの発達段階を理解してニーズに沿った目標ス

キルを選定して指導案を作成し，校内職員に協力

体制をしてもらいながら実施することが重要であ

り，そのためには，実施者である教師の研修はも

ちろん，校内の職員に対しても SSTに関する共通

の理解をするための研修が重要と考える。佐藤・

金山（2006）も学校現場に導入するためには，教

師の理解を深めてもらう必要があると指摘してい

る。いいかえると，教師評定やホームワークへの

協力，スキル般化のための強化（励まし・褒め

る・温かいことばかけ），実施する教師へのサポー

トなどが，授業の成功や生徒の般化・維持に大き

く影響すると言える。なぜなら，教師が研修を受

け SSTを実施することにより，ソーシャルスキル

のモデルの一人になっていると認識する，日常生

活での生徒への関わりや教科指導への応用，など

教師自身がソーシャルスキルの変容をするようで

ある。今後は，教師自身が SSTを実践することに

よって，教師の何がどのように変容していくのか

といった相乗効果についても詳細に検討されるべ

きであろう。

高校において統制群を設けて長期間実施するこ

とは困難であるが，SSTの効果を実証していくた

めには，今後も地道な基礎的な検証が必要であろ

う。今回は，心理的変数として自尊心を検討した

が，学校への適応感，ストレス反応，共感性など，

心理的健康を高めるために心理的諸変数との関係

を明らかにしていくことも求められる。また，高

校は義務教育とは異なり，普通科・職業科・芸術

科等があり，性別・学力差によっても校種が別れ，

様々な特性を持つ。すなわち，本研究における目

標とするターゲットスキルが必ずしも共通とは言

えず，生徒の置かれた学校環境や学習内容と目的

などの文脈によってニーズは異なることが予測さ
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れる。今後は，そのニーズを把握し，学校の特性

別に SSTの効果を検証していく必要があろう。ま

た，小集団での SSTのあり方，及び個々の生徒の

対人行動の問題に焦点を当てた対応についても検

討されるべきであろう。そのためには，学校で実

施される心理教育を支える人的資源，および校内

体制の整備が大きな鍵になってくると思われる。
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Effects of Social Skills Training on Social Skills and 
Self-Esteem among High School Students.

WATANABE Yayoi and HARADA Eriko 

The purpose of this study was to investigate effects of social skills training (SST) on social

skills and self-esteem among high school students. This study examined the effect of SST on

social skills and self-esteem of small group size of students who chose “Challenge class” The

training consisted of eight sessions including guidance, self-introducing, greeting, listening, ques-

tioning, requesting complimenting, and summary. Subjects were third graders who were asked to

fill out two kinds of questionnaires as Social skills Scale and Self-Esteem Scale as a pre- and post-

test of SST. Results showed that SST was effective to promote the “the sympathy / support” “role-

taking ability”. It was suggested that SST was a profitable program for enhancing social skills and

self-esteem for high school students

Keywords: social skills training, high school students, small group, self-esteem
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